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の
を
借
用
し
て
あ
る
。

　
本
誌
第
十
二
號
に
ピ
ケ
リ
ン
グ
の
月
に
嘱
す
る
報
告
中
に

記
さ
れ
て
居
る
エ
ラ
ト
ス
テ
子
ス
は
雲
の
海
の
中
に
あ
り
、

ア
ソ
ス
チ
ル
ス
は
直
ぐ
其
の
隣
り
に
あ
る
。

　
叉
ピ
ケ
リ
ン
グ
が
雪
が
降
っ
た
ξ
か
霜
が
凝
固
し
だ
ε
か

言
ふ
山
版
は
ア
ペ
ナ
イ
ソ
山
脈
で
、
煙
が
立
ち
沖
つ
π
ε
か

吉
ふ
シ
ユ
レ
ー
プ
ル
の
谷
は
ケ
プ
レ
ル
山
の
隣
り
に
あ
る
。

　
晴
の
海
の
中
に
あ
る
極
め
て
小
さ
い
リ
ン
ネ
山
は
清
失
し

π
ε
か
再
現
し
π
ε
か
屡
問
題
に
な
る
山
で
あ
る
。

　
も
つ
ε
詳
し
く
書
い
て
も
よ
い
が
、
蝕
り
初
め
か
ら
詳
し

く
習
ふ
ε
却
っ
て
忘
れ
易
い
か
ら
、
大
略
に
止
め
だ
。
護
者

試
み
に
挿
圖
を
月
の
明
る
い
夜
戸
獅
に
持
ち
出
し
、
肉
眼
で

も
よ
い
が
、
隻
限
鏡
が
あ
れ
ば
猶
更
便
利
で
あ
る
。
其
れ
で

此
の
圖
ε
一
々
封
照
す
れ
ば
よ
い
。
海
の
名
の
附
く
所
は
総

べ
て
黒
い
所
ε
了
解
さ
れ
π
い
。
噴
火
ロ
は
幾
千
ε
云
ふ
程

あ
る
が
一
々
思
兄
え
る
事
は
出
來
な
い
。
チ
ホ
、
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
、
ケ
プ
レ
ル
の
三
つ
を
最
初
に
習
ひ
、
次
に
細
か
い
の
に

進
む
ビ
よ
い
が
、
此
の
圖
で
は
間
に
合
は
な
い
。
（
終
り
）

溝
　
息

三
元
士
蓮
沼
三
三
氏
（
三
三
）
は
今
回
東
京
天
三
三
技
師
に
任
ぜ
ら
れ

た
。

一
二
望
遠
鏡
の
製
作
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
村
　
　
要

　
星
好
き
な
人
が
望
遠
鏡
無
し
に
は
不
満
足
で
あ
る
。
月
の

山
一
つ
見
だ
く
て
も
器
械
が
無
い
。
器
械
が
欲
し
く
て
も
賂

械
は
高
い
。
遂
に
自
分
で
作
っ
て
居
ら
れ
る
方
は
可
な
り
有

る
事
で
せ
う
。
其
の
方
々
、
及
び
望
逡
鏡
を
持
た
な
い
方
々
の

爲
に
最
も
徳
な
安
井
な
る
望
遠
鏡
製
作
注
を
申
上
げ
る
。
題

を
見
て
一
業
で
は
ε
言
は
れ
る
方
が
有
る
か
も
知
れ
な
い
が

勿
論
此
の
一
斗
は
輩
レ
ソ
．
ス
で
あ
る
か
ら
色
清
レ
ン
ズ
を
使

っ
た
の
に
は
及
ば
な
い
が
、
實
際
観
測
の
部
を
見
て
下
さ
れ

ば
随
分
ざ
仕
事
が
出
來
る
も
の
で
あ
る
事
が
わ
か
る
で
せ

う
。　
此
の
丈
に
出
て
い
る
術
語
の
分
か
ら
眠
人
は
中
国
程
度
の

物
理
言
書
を
警
ま
れ
だ
し
。

　
製
作
す
る
望
遠
鏡
の
種
類
は
色
清
レ
ン
ズ
で
な
い
軍
レ
ン

ズ
の
封
物
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
ロ
脛
一
思
の
屈
折
野
晒
鏡
で
あ

る
。
屈
折
望
遠
鏡
で
最
も
簡
輩
な
も
の
は
普
通
の
物
理
學
書

に
書
い
て
あ
る
一
箇
の
封
物
レ
ン
ズ
ご
一
箇
の
接
眼
鏡
を
使

っ
た
の
で
あ
る
が
、
三
際
問
題
ε
し
て
あ
の
様
に
簡
「
輩
に
作



II

つ
て
は
色
及
び
球
面
牧
差
が
甚
だ
大
き
い
の
で
實
用
に
な
ら

ぬ
が
、
レ
ン
ズ
さ
へ
選
べ
ば
飴
程
好
成
績
を
得
る
。
選
ん
だ

レ
ン
ズ
ε
い
っ
て
も
普
通
の
眼
鏡
屋
で
費
っ
て
居
る
も
の
ば

燭
」

　　粛
s

か
り
で
あ
る
。
筒
其
他
の
部
分
は
金
物

細
工
屋
で
作
ら
せ
る
か
叉
は
器
用
な
入

は
自
分
で
作
れ
ば
よ
い
。

貸
馬
　
造
　
大
禮
の
構
浩
は
第
一
圖
の

通
り
で
各
部
分
の
作
り
方
は
其
の
部
門

に
書
く
。

A
レ
ン
ズ
　
此
れ
は
勤
物
レ
ン
ズ
で
直

脛
一
寸
三
分
の
鍬
硬
板
に
直
脛
一
吋
の

穴
を
開
け
て
其
の
一
方
に
目
鏡
屋
で
萱

っ
て
い
る
O
番
形
の
老
眼
鏡
に
使
ふ
目

合
玉
を
貼
り
つ
け
だ
も
の
で
あ
る
。
其

の
玉
の
短
身
距
離
が
一
番
大
事
で
あ

る
。
普
通
天
賠
…
用
望
遠
鏡
で
も
口
脛
ε

焦
黙
距
離
の
比
が
一
ε
十
五
に
な
っ
て

居
る
か
ら
輩
レ
ン
ズ
で
は
更
に
此
を
大
き
く
す
る
必
要
が
あ

る
。
目
鏡
玉
の
度
敷
は
焦
黙
距
離
を
吋
敷
で
表
し
な
も
の
で

あ
る
か
ら
、
買
、
ふ
レ
ン
ズ
は
必
ず
十
五
度
は
必
要
で
あ
る
。

三
十
度
も
あ
れ
ば
大
丈
夫
で
あ
る
。
玉
は
成
る
べ
く
上
等
を

買
ふ
が
よ
い
。

S
・
　
筒
銀
玉
の
筒
で
長
さ
は
焦
点
距
離
よ
り
約
二
寸
短

く
し
て
、
ロ
裡
は
レ
ン
ズ
が
丁
度
嵌
ま
る
様
に
作
れ
ば
よ

い
。
筒
の
内
側
に
は
墨
汁
叉
は
ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
光
の
．
反
射

を
防
ぐ
様
に
す
る
。
一
端
か
ら
二
官
許
め
所
に
厚
紙
を
貼
っ

て
A
ン
ソ
ズ
を
止
め
る
装
置
を
す
れ
ば
勤
物
レ
ン
ズ
部
は
完

成
し
π
の
で
あ
る
。

丁
　
　
筒
　
長
さ
は
約
五
寸
で
太
さ
は
丁
度
S
筒
の
内
側
で

援
差
が
出
振
る
様
に
す
る
。

C
レ
ン
ズ
　
此
れ
は
接
眼
鏡
で
極
く
焦
黙
距
離
の
短
い
レ
ン

ズ
で
鯨
り
旨
い
の
は
手
に
入
ら
な
い
が
目
鏡
屋
で
壷
っ
て
居

る
三
折
式
の
露
量
鏡
の
レ
ン
ズ
の
周
園
の
金
を
丸
く
磨
つ
だ

も
の
を
直
径
が
T
筒
の
直
脛
に
羨
く
し
て
其
の
中
央
に
C
レ

ン
ズ
の
口
裡
よ
り
少
し
小
さ
い
穴
を
開
け
た
鍬
力
板
に
貼
り

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

B
レ
ン
ズ
　
此
の
レ
ン
ズ
は
C
レ
ン
ズ
の
補
助
レ
ン
ズ
で
直

脛
が
一
寸
位
で
焦
黙
距
難
が
二
、
三
寸
の
虫
自
鏡
で
あ
る
。

此
れ
も
A
レ
ン
ズ
の
様
に
此
の
レ
ン
ズ
の
ロ
径
よ
り
少
し
小

さ
な
穴
を
開
け
π
板
に
輪
に
貼
り
つ
け
て
C
シ
ソ
ズ
の
革
則
に



置
く
。
B
、
C
レ
ン
ズ
の
間
隔
は
C
レ
ン
ズ
の
焦
黙
距
離
よ
り
約
五

分
位
長
い
の
が
適
応
で
あ
る
。
B
、
C
レ
ン
ズ
の
組
合
は
せ

方
は
飴
程
普
通
の
接
眼
鏡
の
ビ
異
ふ
。
B
レ
ン
ズ
を
使
ふ
ε

倍
牽
が
減
じ
な
が
ら
像
は
甚
だ
明
瞭
に
な
る
。
叉
幌
野
が
甚

置
く
な
る
。
B
、
G
レ
ン
ズ
の
問
に
T
筒
の
丙
側
に
厚
紙
を

貼
っ
て
8
、
C
レ
ン
ズ
を
さ
ン
へ
る
様
に
す
る
。

　
出
來
上
っ
だ
も
の
を
組
合
は
せ
て
星
な
り
景
色
等
を
見
て

焦
黙
を
合
は
せ
る
ざ
像
が
明
瞭
に
見
え
る
。
但
し
像
は
道
に

な
っ
て
現
は
れ
る
が
天
交
用
に
は
不
便
は
無
い
。

　
今
一
つ
B
レ
ン
ズ
の
厨
に
嵌
め
て
太
陽
を
観
測
す
る
時
に

使
用
す
る
中
央
に
脛
五
分
差
の
穴
を
開
け
た
輪
を
作
っ
て
お

く
。
其
他
勤
物
レ
ン
ズ
の
前
に
置
く
口
器
％
吋
、
％
吋
等
の

絞
り
を
作
っ
て
お
く
ε
便
利
で
あ
る
。

　
僅
か
な
費
用
で
あ
る
か
ら
焦
黙
距
離
…
の
異
ふ
適
當
な
掛
物

レ
ン
ズ
及
び
接
眼
レ
ン
ズ
の
換
レ
ン
ズ
を
作
っ
て
お
く
ε
更

に
便
利
で
あ
る
。

倍
　
　
率
　
里
遽
鏡
の
倍
牽
は
勤
物
レ
ン
ズ
ε
接
眼
レ
ン
ズ

の
焦
黙
距
離
の
比
で
あ
る
か
ら
、
大
き
な
倍
牽
を
望
む
聴
は

勤
物
レ
ン
ズ
焦
黙
距
離
の
長
い
の
を
使
ふ
か
叉
は
接
眼
レ
ン

ズ
の
焦
黙
距
離
の
短
い
の
を
使
ふ
か
で
あ
る
が
抽
此
の
種
の

望
遠
鏡
で
は
焦
黙
距
離
の
長
い
謝
物
レ
ン
ズ
を
使
っ
た
方
が

好
い
。
小
な
倍
牽
を
望
む
特
恩
一
は
8
、
C
レ
ン
ズ
哺
閥
の
距
離
陣
を

増
す
の
で
あ
る
。

借
率
の
測
富
酸
．
夜
越
を
見
て
焦
黙
を
正
確
に
合
は
せ
て
書

の
問
青
室
に
望
逡
鏡
を
向
け
て
細
か
く
割
っ
た
物
指
で
接
眼

鏡
の
直
ぐ
後
紅
現
れ
て
い
る
少
さ
な
圓
の
直
脛
を
其
の
圓
を

物
指
の
上
に
影
せ
し
め
て
虫
目
鏡
で
は
か
る
。
物
指
の
各
所

で
十
回
計
っ
て
季
均
し
て
ロ
輕
を
得
た
値
で
割
る
ε
倍
牽
が

出
て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
Y
琳
図
噌
ザ
、
マ

　　

L
　
p
罵
（
臨
罪
－
．
刈

．
即
ち
此
の
望
遠
鏡
の
早
着
は
十
七
倍
で
あ
る
。

醗
懸
の
直
纒
　
出
來
る
だ
け
赤
蓮
近
く
の
星
を
撰
ん
で
、
其

の
星
が
覗
野
の
中
．
心
を
通
る
様
に
覗
野
の
少
し
齢
か
ら
星
を

出
獲
せ
し
め
て
丁
度
見
え
初
め
る
時
か
ら
豊
野
を
横
ぎ
っ
て

丁
度
溝
え
る
特
ま
で
の
時
問
を
計
っ
て
、
其
の
結
果
を
十
五

倍
す
る
ご
夢
野
の
直
面
を
正
し
く
知
る
事
が
出
法
る
。

　
　
産
　
　
　
　
欝
瞬
動
蜘
㊦
醗
蓮

　
　
　
　
謎
湯
量
　
　
　
。
。
溺
　
艀
。
。
鞍
　
呂
尊
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転
回
罵
　
　
　
。
。
　
　
。
。
Q
。
　
　
旨

　
　
　
　
　
　
牌
θ
騰
　
　
　
　
α
　
　
。
。

　
　
　
　
α
ゆ
¢
。
蓉
×
呂
巨
誤
嶺
懸
尊

郎
ち
硯
野
の
直
脛
は
角
度
で
約
七
十
六
分
で
あ
る
。

里
脚
台
望
蓬
鏡
に
は
倍
牽
が
大
き
く
な
れ
ば
、
必
ず
三
脚

台
が
必
要
で
あ
る
。
三
脚
台
の
作
り
方
は
大
膿
の
事
を
申
上

げ
る
か
ら
作
る
方
は
各
自
に
研
究
し
て
製
作
さ
れ
ん
事
を
希

望
す
る
。
三
脚
台
は
固
定
的
な
も
の
か
叉
は
廣
い
庭
で
も
あ

る
人
は
一
本
の
棒
を
立
て
其
の
上
に
望
遠
鏡
に
丞
牛
、
垂
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む

の
二
方
面
に
自
由
に
運
動
さ
せ
得
る
金
総
量
の
台
を
つ
け
れ

ば
よ
い
の
で
あ
る
。
赤
遣
儀
式
に
し
た
け
れ
ば
水
膨
軸
を
子

午
線
上
で
其
の
地
の
緯
度
だ
け
傾
け
て
軸
の
方
向
が
大
工
北

極
星
に
向
い
て
居
る
様
に
作
れ
ば
よ
い
。

　
　
　
　
観
測
の
手
引

太
陽
　
太
陽
を
親
測
す
る
に
は
投
影
法
は
此
の
望
遠
鏡
で
は

光
線
不
足
の
爲
に
痴
り
動
く
無
い
の
で
自
然
追
金
の
方
注
を

取
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
倍
牽
は
四
十
乃
至
六
十
倍
が
追
号
で
あ

る
。
直
得
す
る
ξ
い
っ
て
も
一
度
は
黒
色
の
ガ
ラ
ス
を
通
し

て
見
な
け
れ
ば
な
ら
兎
。
其
の
装
置
に
B
レ
ン
ズ
の
代
り
に

前
に
書
い
た
輪
を
嵌
め
て
其
の
上
に
丸
形
の
板
ガ
ラ
ス
を
油

煙
で
煤
べ
た
の
を
櫨
い
て
光
及
び
熱
を
避
け
て
か
ら
普
蓮
の

天
髄
の
槻
測
ε
同
様
に
し
て
覗
け
ば
よ
い
。
普
通
見
得
る
小

黒
黙
は
大
低
は
極
く
少
さ
い
の
を
除
い
て
は
見
得
る
し
、
大

き
な
黒
鼠
で
あ
る
ε
孚
暗
部
ε
暗
部
の
歴
溺
か
ら
輪
廓
ま
で

見
得
る
。

月
　
月
は
太
陽
の
場
合
に
使
っ
た
板
ガ
ラ
ス
さ
え
外
せ
ば
よ

い
。
倍
牽
は
太
陽
の
場
合
ε
同
様
で
あ
る
。
月
の
所
謂
火
山

は
夏
く
見
得
る
し
ク
ラ
ヴ
イ
ウ
ス
山
の
様
な
大
き
な
山
等
で

は
其
の
中
に
散
在
す
る
何
箇
の
火
山
等
が
分
か
り
、
ア
ル
プ

ス
山
賑
中
の
谷
其
他
普
通
の
天
与
畢
書
に
出
て
い
る
事
は
皆

善
く
舜
か
る
。
一
戸
氏
著
「
月
」
の
月
の
爲
藁
を
手
引
ε
す
る

ざ
丁
度
戦
い
。
満
月
の
聴
に
プ
ヒ
盆
山
の
獲
射
線
を
見
る
に

は
十
倍
位
が
適
當
で
あ
る
。

金
星
　
盈
麟
の
詳
細
が
樂
に
発
か
る
。
三
日
月
形
の
聴
が
最

も
見
易
い
。
⊥
ハ
十
倍
位
が
適
當
。

木
星
　
扁
．
李
で
あ
る
事
や
衡
星
の
公
轄
や
、
都
合
が
よ
け
れ

ば
帯
ま
で
見
得
る
。
四
十
乃
至
六
十
倍
。

土
星
　
燈
が
浜
面
で
あ
る
事
は
樂
に
見
得
る
が
輪
は
難
し
い

し
か
し
附
騒
物
が
輪
で
あ
る
蓬
知
っ
て
居
れ
ば
輪
が
見
得
る

位
で
あ
る
。
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水
星
　
注
意
す
れ
ば
盈
鷹
が
分
か
る
。

天
王
星
及
び
海
王
星
　
弱
い
倍
牽
を
用
ふ
る
方
が
好
い
。
普

通
の
恒
星
ε
異
ひ
は
な
い

星
辰
界
　
口
腹
［
吋
の
望
遠
鏡
で
は
九
等
星
ま
で
見
得
る
。

二
重
星
　
最
高
の
一
吋
に
付
き
百
倍
位
を
使
つ
π
方
が
好
い

が
山
ハ
十
倍
で
も
大
丈
夫
で
あ
る
。
此
の
望
遠
鏡
は
丁
度
一
斗

の
口
脛
で
あ
る
か
ら
二
重
星
ざ
し
て
見
分
け
得
る
二
星
間
の

距
離
は
四
、
五
六
秒
で
あ
る
が
、
實
際
問
題
ε
し
て
髄
質
の

焦
黙
距
離
の
長
い
事
物
レ
ン
ズ
を
使
ふ
ご
次
の
様
な
極
限
に

極
く
近
い
距
離
を
有
す
る
黒
星
が
見
得
る
。

　
双
子
座
α
星
（
四
、
九
秒
）
乙
女
座
γ
星
（
六
、
四
秒
）
大
熊

座
ε
星
、
海
豚
座
γ
星
の
様
な
星
は
容
易
で
あ
う
、
自
鳥
座

β
星
の
様
な
色
の
美
麗
な
星
は
面
白
く
見
得
る
。

星
團
及
び
星
雲
何
れ
も
一
吋
で
は
π
ゴ
見
え
る
ε
い
ふ
程

度
の
も
の
で
あ
．
る
。
倍
率
は
特
に
書
い
だ
も
の
』
外
十
倍
以

内
で
充
分
で
あ
る
。
オ
リ
オ
ン
座
の
大
星
雲
は
四
十
倍
を
使

へ
ば
魚
口
無
の
星
雲
が
立
振
に
覗
野
に
現
れ
る
。
し
か
し
其

の
口
の
所
に
あ
る
四
連
星
は
光
が
弱
い
爲
に
明
瞭
に
は
分
か

ら
な
い
。
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
座
星
雲
は
勿
論
獲
犬
座
の
置
歌
星

雲
の
存
在
は
位
置
さ
え
知
れ
ば
見
得
る
し
。
琴
座
の
環
歌
星

雲
は
普
通
の
星
ε
は
何
だ
か
異
つ
だ
星
に
見
得
る
。
二
十
倍

を
使
へ
ば
目
の
鋭
い
人
な
れ
ば
環
歌
で
あ
る
事
が
知
れ
る
。

小
狐
座
の
亜
鈴
星
雲
や
牡
牛
座
の
垣
立
の
星
雲
は
よ
く
見
得

る
。
星
置
で
は
プ
レ
ア
デ
ス
、
プ
レ
池
・
ぺ
等
が
大
開
で
一
部

分
箇
々
の
星
に
見
得
る
不
規
則
星
團
か
ら
球
歌
星
團
ま
で
敷

へ

十
の
星
團
を
面
白
く
見
る
事
が
出
來
る
。

攣
光
星
約
八
等
の
星
ま
で
比
較
が
出
來
る
。
倍
牽
は
比
較

星
の
距
離
に
よ
っ
て
必
要
に
慮
じ
て
風
化
す
る
ξ
好
い
。

注
意
　
倍
牽
・
は
飴
り
に
攣
｛
化
せ
す
に
別
々
に
目
的
物
に
よ
っ

て
一
定
の
倍
敷
を
使
ふ
様
に
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
（
終
）

東
京
通
信
（
つ
マ
欝
）

井
上
氏
親
測
の
流
星
群
の
輻
射
黙
ば
大
一
図
纒
；
一
．
b
⊃
警
・
赤
緯
北
。
。
刈
。
附
近
な

り
・
從
來
十
二
月
上
旬
に
於
て
こ
の
附
近
よ
り
輻
射
す
う
も
の
な
し
、
施
物
繊

差
響
の
假
定
の
下
に
計
算
ぜ
る
軌
道
要
素
次
の
如
し
。

　
＞
m
P
閉
巳
Φ
巨
』
D
蝋
』
⊃
。
u
筑
1
1
誌
G
。
。
噂
ε
1
1
ゆ
。
。
。
。
。
噂
賢
U
O
．
謬

從
來
知
ら
れ
た
る
曽
聾
星
に
之
ご
類
似
ぜ
ろ
長
老
の
も
の
な
し
り

余
は
十
二
月
二
日
、
三
日
曉
及
四
日
置
日
夜
牛
前
町
に
流
星
の
観
測
為
な
ぜ

る
も
一
時
間
数
回
に
す
ぎ
ず
小
獅
子
座
よ
り
出
現
ぜ
り
定
認
む
。
へ
・
き
も
の
殆
な

し
・
因
て
小
獅
子
座
流
星
雨
に
短
時
間
の
現
象
な
ら
ん
。
（
紳
田
）

　
大
正
十
奪
＋
二
月


